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講演のポイント講演のポイント

• どうしてこんなことになってしまったのか？
どうしたらよいのか？

• 謂われ無き公共事業批判を糾せ！

• 新政権に望むこと

• 我々が今、成すべき事、考えてみたいこと

• 取り戻そう土木の誇り



第１章

どうしてこんなことになってし
まったのか？

どうしたらよいのか？



１．どうしてこんなことになったか？
～公共事業批判の背景～

• 政局争いの草刈り場にされた

• 全ての始まりは小泉・竹中構造改革

• 公共事業は批判をされやすい宿命的特性が
ある



政局争いの草刈り場にされた

• 自民党（小泉内閣）時代は、「構造改革」推
進のためのスケープゴート（生け贄）

• 民主党になったら、リベラル施策（社会福
祉重視）推進のための財源捻出の生け贄



全ての始まりは小泉・竹中構造改革

• 規制緩和 ← アメリカ、市場原理主義者

• 増税無き財政再建がキーワード

• 歳入の増大 → 規制緩和で経済活性化

• 歳出の削減 → 公共事業の削減

• 規制緩和は弱者の痛み、公共事業削減は強
者の痛み → 規制緩和のスケープゴート

• 公共事業は天下の悪役（敵役）にされてしま

った



公共事業は批判をされやすい特性がある

• Ｂ／Ｃ（費用対効果）表現可能な数少ない政
策分野 → 無駄な公共事業

• 商慣行 → 談合問題

• 税金と事業が直結している → 汚職等

• マスコミに強い足場がない → 製造業の様

にコマーシャル等で大スポンサーの地位を
もっていない



２．どうしたらよいのだろうか？

□ 誤解を解き、悪玉論から脱却しない限り、
公共事業に関するまともな議論は生まれ
ない

□ 悪人であれば同情されることはないし、 ま
してや、救いの手を差し伸べられることはな
い

□ あらゆる機会をつうじて、誤解と悪意に満ち
たプロパカンダに対して反論をする



第２章

謂われ無き公共事業批判を
糾せ！



１．謂われ無き公共事業批判

□ 悪玉論総論

• 土建国家論

□ 悪玉論各論

• 高コスト構造論

• 無駄な公共事業論

• 高速道路採算論

• 財政赤字元凶論





出展：日経コンストラクション（2006.9.22）

以下の公共事業批判はその通りだと思いますか？以下の公共事業批判はその通りだと思いますか？

民意と建設関係者の意識の乖離



公共事業を発注しているのはだれ？公共事業を発注しているのはだれ？

出展：日経コンストラクション（2006.9.22）

民意と建設関係者の意識の乖離



日本の公共投資額は決して過大ではない



公共工事のコストは高くない

国土交通省の内外価格差調査結果

米国を１としたときの日本の建設コスト

１９９３年：０．９５

１９９８年：０．９８

２００３年：０．９７

＊高速道路建設コスト、日本は米国の２．４倍

用地費 → 米国の３．９倍

工事費 → 米国の２．２倍

耐震設計 → 米国の６，５倍

構造物比率→ 米国の３．５倍



公共事業が財政赤字の原因ではない

一般会計歳出額の推移
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第３章

新政権に望むこと



新政権への要望

• 公共投資は世代間の資源配分。将来世代へ欧米並のインフ
ラを贈るべき投資努力を

• 地方経済のこれ以上の疲弊を救うために適切な公共投資を
（景気対策の優れたツール）

• 国の方針でパイを激減させるなら、それに見合う支援策を

（ＥＸ．９０％以上の失格基準、合法的なワークシェアリング等
思い切った業行政の見直しを含めた支援措置）

• 「コンクリートから人へ」というが、コンクリートの陰に５５０万
人の建設就業者とその家族、公共事業に関連した地方の
人々がいることを忘れないでほしい。みんな日本人なのであ
る



社会資本整備水準の国際比較
国土交通省資料より作成

事業
国名

高速道路の
整備水準
（１万台当たりの整備延長）

首都圏環状道
路の整備状況
（供用延長／計画延長）

大河川の整備状
況
（整備済／計画）

下水道の整
備状況
（処理人口普及率）

日本 ０．９６

Ｋｍ／１万台

３５ ％

（首都圏）

６５ ％
（１／４０年計画）

６８ ％

アメリカ ４．５１

Ｋｍ／１万台

－ ７９ ％
（１／５００年計画）

７１ ％

フランス ３．０１

Ｋｍ／１万台

８４ ％
（パリ）

１００ ％
（１／１００年計画）

７８ ％

ドイツ ２．６４

Ｋｍ／１万台

９７ ％
（ベルリン）

９３ ％
（１／５００年計画）

９５ ％

イギリス １．３８

Ｋｍ／１万台

１００ ％
（ロンドン）

１００ ％
（１／１０００年計画）

９７ ％



地方の疲弊は目を覆うばかり

経済成長率と公共投資依存度の関係
（Ｈ３～Ｈ１２年度）
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経済成長率と公共投資依存度の関係
（Ｈ８～Ｈ１８年度）
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１兆円の道路整備の効果→２．８兆円

フロー効果

道路投資
１兆円

ストック効果

用地補償の効果

公共投資の増加
7,600億円

（用地補償費は除く）

需要創出効果
（乗数効果）

観光等サービス
需要の増加

民間企業設備
投資の増加

用地補償費
2,400億円

民間設備投資・
住宅投資等の増加

ＧＤＰの拡大

フロー効果１．２兆円

ストック効果１．４兆円

１０年間小計２．６兆円

用地補償の効果
０．２兆円

合 計 ２．８兆円

税金5,700億円

道路整備延長の増加
高速道23.3Km
一般道171Km

（＝道路運送費用の低減）

国
内

総
支

出
の

拡
大

潜
在

生
産

力
の

拡
大

国内総支出の拡大

2,000億円

２．８兆円

１．２兆円

１．４兆円

２．８兆円



業種別倒産件数の推移



雇用を支える公共事業



第４章

我々が今、成すべき事は？

考えて見たいこと！



我々が今、なすべきこと

o 政治主導でシーリングがはずれる

o Ｂ／Ｃ等で評価されることのない社会福祉政策と事業優先度を競い
あわなければならない

o しかも、長期的課題は、短期的課題の劣後にされやすい

o 国土凍結省の広報活動に期待はできない

o 公共事業に理解を持っている政治家の支援も得られない

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

o 今まで以上に公共事業の必要性に理解を求める努力が必要

o 建設業界全体が広報センターになるより方法がない

→ 国土の安全・安心・快適を支える者の社会的責務であり、使命

o 政治力も必要 そのための行動も不可避

o 協会活動も、新時代に合わせて、大きく変わることに期待した



Ｂ／Ｃ（費用対便益）からの政策転換の研究

o Ｂ／Ｃは採算を表す指標 → 公的施策になじまない

o 他の政策にＢ／Ｃはない → 公平な施策評価不可

o 施策評価は経済効果で競え

o 経済効果なら他の政策と効果比較が可能

o 高速道路無料化も経済効果で妥当性を説明している

o Ｃはフロー効果であり、乗数効果は１．２（道路）

o Ｂはストック効果であり、乗数効果は１．４（道路）

o 経済効果はＢ＋Ｃ＝２．６（道路事業（用地除き））

o 他の施策を遙かにしのぐ経済効果



合法的なワークシェアリングの研究

o 国の施策転換で公共事業のパイが激減

o 支援措置としてワークシェアリングには正当性がある

o ガラス張りで受注調整をおこなう等の方法論の研究
（利権のための談合を排除）

o 仮にそのために調達コストが上がっても、産業行政と
しての必要コスト（エコカー減税、エコポイント、ＪＡＬ
の公的資金支出と同じ事）

o 業界の活力を下げる心配はない（我が国の世界一の
土木技術は、従来の日本的建設生産システムでの成
果）



第５章

取り戻そう土木の誇り



取り戻そう土木の誇り

• 世界一が目白押しの日本の土木技術

• 世界一の土木技術を生み出した建設生産システム
に自信をもとう

• 「世界の三大バカ査定」の言葉を見返そう

• ものを作る喜びと世の中への貢献が土木の誇り

• 人の悪口で高額所得を得ている人を軽蔑しよう

• この際、土木の無名の美学を心の奥に仕舞ってお
こう



明石海峡大橋（支間長１９９１ｍ）



関門トンネル（５３．８９Ｋｍ）



世界一の土木技術

世界最長・最高の橋梁 明石海峡大橋

世界長の斜張橋 多々羅大橋

世界最長のトラス橋 関西国際空港連絡橋

世界最長の道路鉄道併用橋 瀬戸大橋

世界最大支間の３経間連続

ＰＣエクスとラード橋

徳之山八徳橋

世界最長のトンネル 青函トンネル

海底部世界最長トンネル ユーロトンネル

世界一の海底道路トンネル 東京湾アクアトンネル
世界最長の複線の道路トンネル 八甲田トンネル



雄物川流域ランドサット映像



緑のダム緑のダム




